
（別紙３）

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 38名 （回答者数） 33名

～ 令和7年1月31日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児童は小学校高学年や中高生が多いので、社会に対す

る不安感やストレスを解消できるような環境を整えていきた

い。

2

・保護者の方や利用児童にご意見や要望をいただき、より

ニーズの高い活動を目指していく

3

・些細な出来事でも常に共有し合い、信頼関係の構築に努め

ていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・日常の様子が見られるような機会を設定し、提供していく

・保護者とお子様が一緒に参加できるようなイベントを提供

していく

2

・個人に向けたお手紙や教室内で掲示する書類は、さらに詳

しい内容を記載し、周知活動に努めていく

3

・必要があれば夏祭りなどを通して地域交流を図っていく。

・感染症対策や個人情報の取り扱いにも十分注意していく。

○事業所名 ハッピーテラス　小山中央教室

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・地域交流の場が少ない ・内部に向けたイベント活動が多く、外部に向けた活動をし

てなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・活動内容を直接見ていただくことが少ない ・建物の構造上、引き渡し場所が活動場所と離れてしまって

いる

・常に見学は可能な状態ではあるが、積極的に見学の声掛け

をしていなかった。

・各マニュアルや訓練の様子などの周知が不十分であった ・訓練報告については実施の有無の報告であった為、内容に

ついての報告が不十分であった。

・ソーシャルスキルの課題を通して、社会性や気持ちの表現

方法を学ぶことができる

・グループ活動を通して自分の気持ちを友達と共有できる

・日々振り返りを行うことで、常に情報がアップデートでき

ている

・ポジティブな声掛けや、それぞれの気持ちを受け止めるよ

うな支援を行っている

・積極的に外出活動を行うことで、公共交通機関の利用方法

や、お金について学ぶことができる

・活動の計画や実行を子どもたち主体で行っている。

・室内活動で学んだルールやマナーを実践できる活動を提供

している。

・一日の出来事を当日に保護者の方に直接お話しすることが

できる。

・その日にあった出来事はその日の引き渡し時にお伝えし、

常に情報交換ができるような場を設けている。

事業所における自己評価総括表公表


